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社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）
1 安全で安心な都市公園づくり（防災・安全）

平成30年度　～　令和元年度　（単年度事業（繰越））

都市公園の防災対策の実施などにより、安全で安心な都市公園づくりの推進を図る。

　１．事業効果の発現状況 ：　十分な効果があった

玉藻公園において、耐震緊急点検で改善が必要と判断された公園施設2箇所の防災対策を実施する。

（H30当初） （R2年1月末）

防災対策が必要な公園施設の対策実施率 目標値： 0 箇所 2 箇所
防災対策済公園施設数／防災対策予定公園施設数 達成値： 2 箇所 100.0%

Ａ基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4

A12-001 公園 一般 高松市 直接 高松市 高松市 40 40 100.0%

40 40 100.0%

合計 40 40 100.0%

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 進捗率 備考
種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考
種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4

合計

番号 備考

その他関連する事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

要素事業の事業進捗

　　計画通り進捗し完了した

２．今後の方針

　　【完了】

事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象 高松市

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 中間目標値 最終目標値

100.0%

0.00%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
40百万円 Ａ 40百万円 Ｂ 百万円

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
0.00%

交付対象事業

百万円 Ｃ 百万円
効果促進事業費の割合

進捗率
（事業費ベース）

小計

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名
全体事業費
（百万円）

高松市都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業（玉藻公園）防災対策2箇所

番号 事業者 種別等 要素となる事業名 事業内容 市町村名

市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

市町名

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 種別等 要素となる事業名 事業内容

A'

Ｂ40百万円

全体事業費
（百万円）事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等

百万円 Ｂ' Ｃ' 0.00%
(Ｃ+Ｃ')／（(Ａ＋Ａ')＋(Ｂ＋Ｂ')＋(Ｃ＋Ｃ')）

玉藻公園における地震等により倒壊の恐れがある囲障の改修については、災害に備えた安全で安心な公園づくりの推進に効果が認められるものである。

備考達成率

実施事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
40百万円 Ａ

Ｃ 百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

実施事業費
（百万円）

実施事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

実施事業費
（百万円）

実施事業費
（百万円）

(Ｃ+Ｃ')／（(Ａ＋Ａ')＋(Ｂ＋Ｂ')＋(Ｃ＋Ｃ')）

Ａ'

0.00%Ａ' 百万円 Ｂ' Ｃ'
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位置図

玉藻公園
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事業概要 ■玉藻公園における地震等により倒壊の恐れがある囲障を改修し、災害に備えた安心で
安全な公園づくりを推進する。

▲

▲
▲

玉藻公園

桜の馬場地区

北の丸地区

北の丸地区における囲障①

北の丸地区における囲障②

桜の馬場地区における囲障
実施前：石塀  実施後：竹垣

実施前：石塀  実施後：竹垣

実施前：石塀  実施後：竹垣

玉藻公園における防災対策
が必要な施設（塀）の数

今回の内容 残
数事業内容 完了数

2箇所 囲障改修 2箇所 2箇所 無
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